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第 5章 ベスト プラクテゖス 

ここまでの章で PHP を Windows 上で動かす際の様々な要素を整理してきました。この章ではも

う少し細かいレベルで Windows 上で PHP 環境を構築する場合に注目すべき点を整理することに

しました。主として以下の記事を翻訳していますが、よりわかりやすく分類と加筆を行っています。 

 

Best Practices for PHP on the Microsoft Web Platform 

http://learn.iis.net/page.aspx/728/best-practices-for-php-on-the-microsoft-web-platform/ 

 

はじめに 

本章では Windows Server 2008/R2 上の IIS7 において FastCGI 構成で PHP を動作させる上

で注意すべき点、知っておくと役立つ点を具体的に内容によって分類して解説していきます。 

IIS や FastCGI 関連の設定は IIS7のGUI管理ツールである IIS マネージャーで設定できるほか、

Appcmd.exe を使用したコマンド、Windows PowerShell や VBScript で書かれたスクリプトでも

設定が可能です。あるいは applicationHost.config フゔル（Apacheでの httpd.conf 相当）の直

接編集でも設定することができます。 

この章に登場する IIS7 拡張モジュールに関する参照ページは最新のものを参照するために本家の 

IIS.NET ページを指すことにします。日本語の解説について本家よりも少し遅れている箇所もありま

すが、以下のページにあります。 

 

IIS 7 - 拡張機能 ダウンロード ページ 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis/dd742256 

 

OS レベルの設定についても IIS 関連の設定の後に実際の手順を交えて解説をします。基本的に不

要なサービスを停止する点だけの指摘ですが、合わせて今後の Windows 管理における Windows 

PowerShell に関する話なども盛り込んでいます。 

  

http://learn.iis.net/page.aspx/728/best-practices-for-php-on-the-microsoft-web-platform/
http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis/dd742256
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IIS 関連の設定 

それではまずは IIS に直接関連する事項を整理していくことにします。 

IIS 6.0 および 5.1 での制限事項 

これまでの章で説明してきた FastCGI を使用した PHP 環境の構築は IIS5.1 や IIS6 でも可能

で、これらのバージョン用の FastCGI モジュールもマクロソフトから提供をしております。 

 

FastCGI for IIS（英語） 

http://www.iis.net/download/fastcgi 

 

しかし、以前のバージョンでは多くの PHP ゕプリケーションで利用されるであろう URL 書き換え

モジュール（URL Rewrite）についてマクロソフト提供のものが存在しません。このモジュールの

主な利用方法は URL を操作する、あるいは 特定のフゔルやフォルダーへのゕクセス制限すること

です。以前の IIS では標準では利用できないために、mod_rewrite に似た設定をコード記述なしで

行うにはサード パーテゖ製の IIS 用のモジュール製品を利用するのが早道です。代表的な例は下記

のような製品です。 

 

Helicon Tech 社製品（英語） 

http://www.helicontech.com/ 

 

メモ：多くのサード パーテゖ製品がありますが、それぞれの実装になっており、マクロソフトで

はソースコードを持っていないですからこれらに直接関係する製品の問い合わせは受け付けることが

できませんので、製品サポートは切り分けのサポートまでになりますのでご注意ください。 

サーバー パフォーマンスの最適化 

サーバーのパフォーマンス最適化の大きなポントの一つは不要なものをとにかく入れないこと、動

かさないことです。その観点でいくつかのポントを取り上げます。 

IIS7 のモジュール構造を活かす 

以前の IIS はほぼすべての機能が一つの大きなプログラムとなっており、使用しない機能もメモリ

ー上にロードされるケースが多くあったのに比べ、IIS7 ではモジュール化を実現したので、「有効に

しない」だけでなく、ンストールしないことも容易に構成可能になりました。クラゕント OS で

http://www.iis.net/download/fastcgi
http://www.helicontech.com/
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はコントロール パネルから、サーバー OS ではサーバー マネージャーから必要なものだけをンス

トールするようにしましょう。下記の記事一覧が参考になるはずです。 

 

IIS7.0 のインストール 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd647600.aspx 

 

IISログを最小化 

必要なければ Web サト、仮想デゖレクトリ、フゔルやフォルダーのログを最低限の出力に設

定しましょう。ログの処理がオンになっていると、サーバーの Web サトに関する詳細をテキスト

フゔルに書き出す処理が継続して行われます。しかし、負荷や帯域のための検討をしている場合に

は必要でしょう。この場合でも特定期間のみオンにし、不要な時にはオフにする運用を考えましょう。 

GUI ツールによる設定方法 

ログのオン・オフの切り替えを IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことでも可能です。 

2. 画面左の階層からログ設定を行いたいサーバーあるいはサトをクリックして選択します。 

3. 「ログ記録」 の設定をダブル クリックします。 

4. 無効にする場合には、操作ペンの [無効にする] をクリックします。 

5. 操作ペンの [適用] をクリックして確定させます。 

 

図 1 : ログ記録の設定 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd647600.aspx
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コマンドラインからの実行 

コマンドランから実行する場合には appcmd.exe コマンドを使用できます。 

同様の設定を行うには以下のコマンドを実行します。 

C:¥windows¥system32¥inetsrv>appcmd set config /section:httpLogging 
/dontLog:True  

 

PHP 実行環境 

これまでの章でも手順などで取り上げたものもありますが、あらためて PHP を IIS 上で動作する

ように設定する場合の注意点になります。 

ノン スレッド セーフ版の PHP を利用 

IIS7 の FastCGI モジュールと一緒に利用する際のベスト プラクテゖスは Windows 用のバナ

リーで 5.2.1 以降存在するノン スレッド セーフのモジュールを使うことです。詳細の解説は以前の

章を参照ください。 

ノン スレッド セーフ版のランタムはスレッド管理処理を含まない分、当然パフォーマンスがいい

ことになります。また、最近のランタムではより新しい Visual Studioでコンパルしたものも一

緒に提供されていますので、VC9と書いてある方を使いましょう。 

PHP 実行プロセスのリサイクル設定 

IIS7 で PHP を設定する場合には PHP ネテゖブでのリサクル タミングよりも FastCGI 

による php-cgi.exe プロセスのリサクルが早く起こるように設定しましょう。 

FastCGI プロセスのリサクル動作は 「ンスタンスの MaxRequests」（instanceMaxRequests） 

プロパテゖで構成します。このプロパテゖでは FastCGI プロセスをリサクルするまでいくつのリ

クエストを処理するかを指定することができます。 

PHP 自身にも同様のメカニズムがあり、PHP_FCGI_MAX_REQUESTS 環境変数で制御されます。

instanceMaxRequests を PHP_FCGI_MAX_REQUESTS 以下に設定することで IIS が直接コント

ロールしている FastCGI のリサクルの方が確実に動作するように設定できます。 

以下でこの FastCGI 設定を IIS マネージャーと Appcmd.exe によるコマンド実行の２つの方法

を説明します。 

 

メモ： Windows 7 や Windows Server 2008 R2 から標準で IIS マネージャーに FastCGI 設定

ゕコンが搭載されるようになりました。この関係で、Windows Vista や Windows Server 2008 で

はこのゕコンは存在しません。これを追加するには Administration Pack をンストールする必
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要があります。CGI をンストールしている場合だけゕコンが表示されますので環境が準備できて

いるにも関わらず表示されない場合は IIS7 機能のンストール状況を確認ください。 

 

IIS7.0 環境用 Administration Pack  

http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis/ee834915 

 

GUI ツールによる設定方法 

ンスタンスの MaxRequests を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことでも可能です。 

2. 画面左の階層からサーバー名をクリックして選択します。 

3. [FastCGI の設定] をダブル クリックし、構成したい FastCGI ゕプリケーションをクリックし

て選択します。 

 

図 2 : FastCGI アプリケーションの選択 

4. 操作ペンから [編集] をクリックします。 

5. FastCGI ゕプリケーション ダゕログ中の「ンスタンスの MaxRequests」 が 10,000 に

なっていることを確認します。 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis/ee834915
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図 3 : インスタンスの MaxRequests の変更 

6. 「環境変数」を選択し、[参照] ボタン（...ボタン）をクリックします。 

 

図 4 : FastCGI アプリケーションの環境変数の確認 

7. PHP_FCGI_MAX_REQUESTS 環境変数が 10,000 になっているのを確認します。 

 

図 5 : PHP_FCGI_MAX_REQUESTS の値を確認 
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コマンドラインからの実行 

コマンドランから実行する場合には appcmd.exe コマンドを使用できます。 

同様の設定を行うには以下のコマンドを実行します。 

C:¥>%windir%¥system32¥inetsrv¥appcmd set config 
-section:system.webServer/fastCgi  

/[fullPath='c:¥{php_folder}¥php-cgi.exe'].instanceMaxRequests:10000 

 

C:¥>%windir%¥system32¥inetsrv¥appcmd.exe set config 
-section:system.webServer/fastCgi  

/+"[fullPath='C:¥{php_folder}¥php- 

cgi.exe'].environmentVariables.[name='PHP_FCGI_MAX_REQUESTS'  

 

フォーム認証の活用 

この機能はゕプリケーションに加えて、メージなどの静的なコンテンツもセキュゕにすることを

可能にします。多くの要求を処理する公開された Web サーバーのサトやゕプリケーションにとっ

ても有効に機能します。この認証モードはクラゕントから行われる新規登録や認証を OS や Web 

サーバーによって提供されているメカニズムを利用するのではなく、ゕプリケーションのレベルで実

施できます。データの登録場所としては既定で組み込まれているメンバーシップ データベースを利用

するか、カスタムのメンバーシップ プロバダーを構築することでほかのデータソースも利用できる

ようになります。  

これまではログオン画面などのゕプリケーション保護をご自身で実装しているケースは非常に多い

といわれていますが、メージやメデゖゕ コンテンツは公に公開されたまま、保護されていない状態

になっているサトが調べてみると結構多いということが話題になったことがあります。よりセキュ

ゕな同一のンターネット ベースの認証スキームを静的コンテンツにも提供するのはカスタムなハ

ンドラーを通じてホストするのでなければなかなか実装が難しかったこともこの一因になっています。

パフォーマンス面で不利になる、あるいは標準で利用できる HTTP 圧縮機能や範囲指定のリクエスト

処理に対するサポートが使えなくなるなど、ハンドラーを開発する方法論も完全なソリューションで

はありませんでした。 

IIS 7 を使用すれば、フォーム認証および URL 承認ルールをサト全体に対して一度だけ設定す

ることで、ASP.NET（.aspx）、PHP（.php）、HTML（.html, .htm）およびメデゖゕ コンテンツ

に至るまで認証されていないゕクセスでは参照できないように設定されますので安心できます。 
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UI を使用してフォーム認証を有効にすることも、コマンドランから Appcmd.exe を実行して

も、あるいは構成フゔル（.config）を直接編集する方法、WMI を利用したスクリプトを利用する

方法のいずれでも設定が可能です。 

GUI ツールによる設定方法 

フォーム認証 を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことでも可能です。 

2. 画面左の階層からサーバー名をクリックして選択します。 

3. [認証] をダブル クリックします。 

 

図 6 : フォーム認証の設定 

4. 一覧から [フォーム認証] をクリックして選択します。 

5. 操作ペンから [有効にする] をクリックします。 

コマンドラインからの実行 

コマンドランから実行する場合には appcmd.exe コマンドを使用できます。 

同様の設定を行うには以下のコマンドを実行します。 

C:¥Windows¥System32¥inetsrv>appcmd set config /commit:WEBROOT 
/section:system.web/authentication /mode: None | Windows | Passport | 
Forms  

 

フォーム認証についての詳細は下記のサトなどを参照ください。 

 

方法 : 簡単なフォーム認証を実装する 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/xdt4thhy(VS.80).aspx 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/xdt4thhy(VS.80).aspx
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HTTP キープ アライブの利用 

HTTP キープ ゕラブ ヘッダーはクラゕント、サーバー間の接続を複数のリクエスト間で共有

することにより、Web サーバーのパフォーマンスを改善します。継続して利用される接続はクラ

ゕントが Web ページのコンテンツを取得する際のリクエストする時（通常 複数接続を要する）パ

フォーマンスを改善します。これはサーバーがより早くコンテンツを返送できるためです。キープ ゕ

ラブが利用されていない場合には、サーバーはリクエスト毎に接続を行う必要があります。IIS7 で

は既定で HTTP キープ ゕラブ ヘッダーは有効になっています。 

GUI ツールによる設定・確認方法 

HTTP キープ ゕラブ を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことで実行すること

も可能です。 

2. 画面左の階層からサーバー名をクリックして選択します。 

3. 機能ビューで [HTTP 応答 ヘッダー] をダブル クリックします。 

4. 操作ペンから [共通ヘッダーの設定] をクリックします。 

 

図 7 : HTTP キープ アライブ ヘッダーの設定 

コマンドラインからの実行 

コマンドランから実行する場合には appcmd.exe コマンドを使用できます。 

同様の設定を行うには以下のコマンドを実行します。 

C:¥Windows¥System32¥inetsrv>appcmd set config /section:httpProtocol 
/allowKeepAlive:true | false  
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ネットワーク帯域の調整 

メデゖゕ コンテンツを提供するサトが増大するにつれ、多くのビジネス シーンではネットワー

ク帯域を確保するためのコストがどんどん高額になってきています。加えて、実はメデゖゕ コンテン

ツを提供するための帯域というのは多くの割合で無駄に利用されています。クラゕントで実は利用

されないデータも含めて通信を行ってしまうためにこのようなことが起こります。ビデオ サトをブ

ラウズしているときにビデオの一部だけを見て次のビデオへ移動する、あるいは別のページを見ると

いう操作は実は非常に多く行われていることです。しかしながら、プログレッシブ ダウンロード方式

を使用して Web サーバーからビデオを配信している場合には、実際に視聴されているよりも遥かに

多くのデータが再生のために必要になります。最終的に通信しつつも、実際には全く使われないこの

ようなデータが実際に存在するのです。 

たとえば、もしあなたがホストしているビデオが平均 5秒間しか見られないという想定で、しかし

バッフゔーのために 30秒分のビデオ データを毎回送信しているとすると、非常に粗い計算で言うと

帯域の 80%を無駄にしていることになります。 

 

ビットレート調整モジュール 

IIS7 では ビットレート調整モジュールという拡張機能が利用可能です。このモジュールは自動的に

よくあるビデオ タプのエンコード レートを検知します。バッフゔーによる遅延を起こさないよう

にするためにどれくらいクラゕントに初期段階でデータを送付するかを制御することができます。

また、コンテンツの配信をどのくらいのエンコード レートの割合で送付したいかも指定することがで

きます。これ以外にも多くのオプションがあり、最大帯域幅や同時接続数も制御できるほか、プログ

ラムから自動化することも可能になっています。  

 

 

図 8 : ビットレート調整モジュールによる帯域幅調整 
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サイトへの接続数を制限する 

過負荷を避けるために各 Webサトに対する同時接続数を制限することも可能で、この方法で安

定したパフォーマンスを提供することも一つの選択肢です。なお IIS の同時実行数上限の既定値はリ

ソースの限界と同じなので一定数ではありません。 

GUI ツールによる設定・確認方法 

Web サトの同時接続数 を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことで実行すること

も可能です。 

2. 画面左の階層からサーバー名をクリックして選択します。 

3. 操作ペンから [制限] をクリックします。 

4. [接続数を制限する] チェック ボックスにチェックを入れます。 

5. 制限したい接続数を空欄に入力します。 

メモ：ブラウザーの接続は実は平均的に 4セッション程度同時に使用すると試算してください。 

 

図 9 : サーバーに対する同時接続数の制限 

6. [OK] をクリックします。 

 

CPU モニタリングを有効にする 

非常に多くの CPU 時間を使うワーカープロセスについては CPU モニタリングを使用して監視を

しつつ、自動的にワーカープロセスをシャットダウンするようなゕクションを設定できます。 
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GUI ツールによる設定・確認方法 

CPU モニタリング を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことで実行すること

も可能です。 

2. 画面左の階層から指定したいゕプリケーション プールをクリックして選択します。 

3. 操作ペンから [詳細設定] をクリックします。 

4. [制限] のプロパテゖ値を任意の割合に設定します。（0は無効） 

5. OK をクリックします。 

 

HTTP 圧縮の利用 

ゕプリケーション レスポンスを返すのに必要なネットワーク帯域を削減する最も効果的な方法論

の一つは HTTP 圧縮を用いることです。この機能を用いることでレスポンスのデータ量を大幅に削減

することができます。HTML のような非常に圧縮効果が高いコンテンツが多い場合には 1/10 まで削

減できることもしばしばです。HTTP 圧縮は HTTP 1.1 プロトコルの Content-Encoding ネゴシエ

ーションに基づいているので圧縮をサポートしないクラゕント（ブラウザー）が存在する場合でも

有効にすることができます。このようなクラゕントは圧縮されていないコンテンツを受け取ること

になるだけです。 

 

IIS 7 は二種類の HTTP 圧縮 を提供します。 

•静的圧縮 

•動的圧縮 

 

静的な圧縮は静的なコンテンツにリクエストがあった際にデゖスクに圧縮したコンテンツを保管す

る仕組みになっているので次のリクエストからは直接この保管されているコンテンツを参照するため

に圧縮する処理のオーバーヘッドなしに利用が可能です。動的な圧縮はリゕルタムでコンテンツを

圧縮しますのでゕプリケーションが生成する動的なレスポンスを圧縮できます。IIS7 上で動作するど

のようなゕプリケーション フレームワークも動的な圧縮を利用でき、これには ASP、ASP.NETだけ

でなく PHP も含まれます。 
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動的な圧縮は圧縮処理をリゕルタムに行うのでかなり独占的な CPU オーバーヘッドが発生する

と思われるかもしれませんが、そんなことはありません。かなり忙しいサーバーでも動的な圧縮はCPU 

稼働率の 5 % 未満で済むケースが多いです。このことから多くの Web サトでこの動的な圧縮は

利用されており、どのようなゕプリケーション ワークロードにおいても検討するに値します。さらに

圧縮のオーバーヘッドを最適化したい場合には圧縮の強度を変更することで圧縮度合と CPU オーバ

ーヘッドのバランスを調整することができます。  

 

UI を使用して HTTP 圧縮を有効にすることも、コマンドランから Appcmd.exe を実行しても、

あるいは構成フゔル（.config）を直接編集する方法、WMI を利用したスクリプトを利用する方法

のいずれでも設定が可能です。 

 

GUI ツールによる設定・確認方法 

CPU モニタリング を IIS マネージャーで設定する方法を説明します。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

スタート メニューの検索ボックスで inetmgr と入力して Enter キーを押すことで実行すること

も可能です。 

2. 画面左の階層から指定したいサトをクリックして選択します。 

3. [圧縮] をダブル クリックします。 

4. 有効にしたい圧縮の種類にチェックを入れ、操作ペンから [適用] をクリックします。 

 

図 10 : HTTP 圧縮の設定 

コマンドラインからの実行 

コマンドランから実行する場合には appcmd.exe コマンドを使用できます。たとえば、動的な圧

縮をコマンドランで有効にしたい場合には以下のコマンドを実行し、Enterキーを押すだけで設定

可能です。 
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C:¥Windows¥System32¥inetsrv>appcmd set config /section:urlCompression 
/doDynamicCompression:True  

 

既定のドキュメント（インデックス ファイル）設定 

IIS7 では以前の IIS とは異なるシステム構成フゔルを採用しており、web.config といいます。

このフゔルはゕプリケーションのどの階層に置くことも可能で、それの配下のデゖレクトリに対し

て有効な Web サーバー デゖレクテゖブを含みます。 

PHP の多くのゕプリケーションでは .htaccess という名前のフゔルを配布していますが、これ

と非常に似た役割を web.config は果たします。同様に httpd.conf に類似して存在するのが 

applicationHost.config というシステム構成フゔルです。 

web.config フゔルを利用してゕプリケーション デゖレクトリのンデックス フゔルの設定

をしたい場合には以下のような構成を記述することで実現します。 

 

<configuration> 

<system.webServer> 

<defaultDocument> 

<files> 

<remove value="index.php" /> 

<add value="index.php" /> 

</files> 

</defaultDocument> 

</system.webServer> 

</configuration> 

 

この例で登場する remove のエントリーは必要です。すでに index.php のエントリーがある場合

にはこの指定によりそれを削除し、新しいエントリーを一覧の一番上に配置します。エントリーが存

在しなかった場合には remove は無視されます。 

 

コラム：構成ファイルの設定がわかったけど手順は？ 

IIS7 の文献を読んでいるとこういうケースが散見されるので困る人も多いと思いますので少しだ

けゕドバスのつもりでこのコラムを書きます。IIS7 の各種設定の根幹はほとんどの場合 .config 

の拡張子のつくフゔルに記載があります。ほとんどと書いたのは今なおレジストリを選択せざるを

得なかった設定が散見されるためです。 
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直前の既定のドキュメントの例を見てみましょう。コマンドでこれを実行したい、よく設定作業を

する人は確実に思うはずです。ここで便利なのが、構成エデゖターというツールです。IIS7.5では標

準機能になっており、IIS7.0は Administration Packで入手できます。以下、実際の手順を書きます。 

1. [スタート] - [管理ツール] から IIS マネージャーを開きます。 

2. 画面左の階層から指定したいサトをクリックして選択します。 

3. [構成エデゖター] をダブル クリックします。 

4. 上部の 場所 ドロップダウンから記載したい構成フゔルを選択します。 

5. セクション ドロップダウンから今回の例で言えば、system.webServer – defaultDocument 

を展開しながら開きます。 

6. Count=n となっている欄の右にある参照ボタンをクリックします。 

7. コレクション エデゖター内の操作ペンで [追加] をクリックします。 

8. プロパテゖの入力欄で index.php と入力して Enter キーを押します。 

9. 上部一覧に表示されますのでエデゖターを閉じて戻ります。 

10. ここで操作ペンにある [スクリプトの生成] をクリックします。 

 

ここまでの操作で C#、JavaScript、Appcmd.exe の 3種類に対して今行った画面操作を自動化す

る方法を教えてくれますのでかなり便利です。 

さて、この方法論には若干残念な点があります。それは設計された時期に Windows PowerShell が

まだ出荷されていなかったこと、Appcmd.exe の制限でコレクションの一覧をクリゕする機能が無い

点です。でも Appcmd.exeのパラメーターの表現方法を知らなくてもこのツールで実際に構成を設

定するに加え、スクリプトのヒントももらえるのはかなり有効なはずです。 

 

図 11 : 構成エディターのスクリプト生成機能 

もちろん管理者実行したエデゖターで .config フゔルのセクションを直接いじることも可能な

ので、ほかの Web サーバーの経験が多い方はそちらの方が便利に思うかもしれません。 
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要求フィルター機能の活用 

IIS7 は要求フゖルターモジュールを利用して特定の条件に基づいてブラウザーから指定したフゔ

ルやデゖレクトリのゕクセスを制限することができます。URL フゖルター モジュールはさまざま

な URL へのゕクセスをセキュゕに制限するための強力なエンジンです。 

 

要求フゖルターを使用する例として、特定のフゔルの種類たとえばログフゔルへのゕクセスを

制限する例を見てみましょう。 

<configuration> 

<system.webServer> 

<security> 

<requestFiltering> 

<denyUrlSequences> 

<add sequence=".inc"/> 

<add sequence=".log"/> 

</denyUrlSequences> 

</requestFiltering> 

</security> 

</system.webServer> 

</configuration> 

 

IIS 拡張モジュールの利用 

IIS7 には標準機能以外に数多くの拡張モジュールがマクロソフトから提供されていますので一

度どんなものがあるか調べておくとよいでしょう。ここでは URL 書き換えモジュールの利用例を見

ておきましょう。 

 

URL 書き換えモジュールの利用 

IIS7 には URL 書き換えモジュールがあります。このモジュールでは正規表現を用いたリラト 

ルールを定義可能です。リラト ルールは手動で構成することも可能ですし、IIS マネージャーを利

用して構成することも可能です。URL 書き換えモジュールは mod_rewrite のルールをンポート

する機能がありますので、完全に変換可能ではないものの、web.config への変換作業を助けてくれ

ます。 
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よくあるリラト ルールのサンプルを下記に記載します。この例は example.comにゕクセスし

てきたすべてのリクエストを http://www.example.com にリダレクトするものです。  

 

<configuration> 

<system.webServer> 

<rules> 

<rule name="Imported Rule 1" stopProcessing="true"> 

<match url="^(.*)$" ignoreCase="false" /> 

<conditions> 

<add input="{HTTP_HOST}" pattern="^example¥.com$" /> 

</conditions>  

<action type="Redirect" redirectType="Permanent" url="http://www.example.com/{R:1}" /> 

</rule> 

</rules> 

</system.webServer> 

</configuration> 

 

IIS の管理 

ここまでのいくつかの設定は IIS マネージャーという GUI ツールを使う方法論、Appcmd.exe 

という IIS 開発チームが標準で用意したコマンドを利用していました。実は IIS7 は数多くのスクリ

プトを行うためのンタフェースを備えており、以下では Windows Server 2008 から登場した 

Windows PowerShell を使う方法について説明します。 

メモ：今までの Windows でスクリプト管理と言えば VBScript を用いた WMI 操作だったわけ

ですが、今後の Windows では益々 Windows PowerShell が主役になっていきますのでこのあたり

にご興味がある方はぜひ今後は Windows PowerShell を使うようにしましょう。 

 

Windows PowerShell での IIS7 管理 

IIS7 PowerShell プロバダーは Windows PowerShell スナップンになっており、IIS7 構成

データの管理、実行状態データの管理を可能にします。Web サト、ゕプリケーション プール、

Web ゕプリケーション、仮想デゖレクトリへの容易なゕクセスが可能です。また今までの IIS では

困難であった 実行中のリクエスト情報、実行中のワーカープロセス、プロセス内で稼働してい

る .NET ゕプリケーション ドメンへのゕクセスも可能になっているために相当パワフルな管理機

能になっています。 

http://www.example.com/
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Windows PowerShell コマンド ラン シェルおよびスクリプト言語はサーバー管理者に今まで

とは比較できない制御範囲と生産性をもたらします。管理者を意識した新しいスクリプト言語、130

以上の新しい標準コマンド、コマンドを覚えやすくするルールに基づいた命名規則や記述方法 などを

通じてサーバー管理者は今までにない容易なシステム管理と自動化の促進が可能です。Windows 

PowerShell は .NET 共通言語ランタム（CLR）および .NET Framework に基づいており、.NET 

のオブジェクトのやりとりが可能です。  

下図の例では、PowerShell プロバダーを用いて新しい IIS ゕプリケーションを作成する様子を

表示したものになっています。 

 

図 12 : Windows PowerShell を使用したアプリケーションの作成 

 

IIS7 PowerShell プロバダーを使用して実施できることの例を下記に挙げます。  

 ゕプリケーション プール、Web サト、Web ゕプリケーション、仮想デゖレクトリの作成  

 ゕプリケーション プール、Web サト、Web ゕプリケーション、仮想デゖレクトリの単純な

構成プロパテゖの変更  

 複雑な構成設定の追加と変更 

 実行状態データのクエリー（Web サトの状態、ゕプリケーション プールの状態、現在実行

されているリクエストなど） 

 ほかのスナップンや機能との統合によるさらに複雑な構成タスクやスクリプト実行  

 構成設定の検索や発見 

たとえば、PowerShell プロバダーを利用して新しいゕプリケーション プールを作成することが

できます。この処理に必要なパラメーターはプールの名前だけです。  
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PS IIS:¥> new-item AppPools¥DemoAppPool 

 

Name  State  Applications 

----  -----  ------------ 

DemoAppPool Started 

 

この IIS7 PowerShell プロバダーについては以下の記事を参照ください。 

IIS 7.0 PowerShell スナップインを使用した IIS の管理 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ee175763.aspx 

 

IIS7 の拡張 

IIS7 のゕーキテクチャは上から下まで拡張できることを念頭に設計されています。結果として、標

準で搭載されているビルトンの機能を要件に合う独自実装に部品交換することがかなりの自由度で

実現可能です。このことから IIS 開発チーム自身も公開された拡張方法で機能を実装しています。こ

のような構造的な特徴・設計は IIS のシステムを通じて加味されており、モジュール構造な Web サ

ーバーそのもの、新構成システム（applicationHost.config, web.config）そして GUI 管理ツールで

ある IIS マネージャーも拡張可能となっています。 

実装しようとしている Web システムには IIS の標準機能に含まれていないものが必要になるこ

とがあります。あるいは当該のゕプリケーションは標準の機能では柔軟さが足りない要件がある状況

に遭遇することもあるでしょう。IIS7 の全機能は公開されている拡張可能な API で構築されている

ために、ニーズに最適なご自身で開発したカスタム実装に変更することも容易にできます。 

 

IIS マネージャーの拡張 

標準で IIS に付属している他のコンポーネント同様に、開発者は IIS マネージャーを拡張して独

自の機能の UI を IIS マネージャーと統合した形で提供することができます。IIS マネージャー拡張

を利用することで、IIS マネージャーが想定している様々な要素（例：リモート管理が容易、HTTP

通信で管理）を活用することができます。 

IIS マネージャーは標準でリモート管理をする機能を備えています。IIS マネージャーとサーバー

間で HTTPS 通信を行うこの機能は、IIS マネージャーを利用するユーザーを独自管理する機構も持

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ee175763.aspx
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っており、その管理者情報を IIS の構成システム、Windows のゕカウント管理、Active 

Directory、.NET プロバダーを使用したデータソースに保管することも可能になります。 

リモート管理をサポートするほかのツールと違い、IIS7 の IIS マネージャーのリモート管理ゕー

キテクチャはいくつかの優位性を持っています。サーバーの管理者権限を持たないユーザーに対して

サトやゕプリケーション単位で管理権限を委任することができます。次に、IIS マネージャーのリ

モート管理は DCOM ではなく HTTPS を通信メカニズムに利用していますのでフゔゕウォール

が介在するような遠隔管理がしやすいです。これらの機能を総合すると、IIS Web サトのリモート

管理を委任するようなシナリオ、たとえば共有ホステゖングを行う環境では強力です。実際に米国の

共有ホステゖング サービスの中には契約ユーザーが IIS マネージャーで接続して管理することを許

可したサービスも登場しています。 

IIS マネージャーは標準機能のほとんどが実際に利用している拡張可能なゕーキテクチャを提供し

ています。リモート管理機能を活かすことができるように、各管理機構は基本的に二つのパーツでで

きています。IIS マネージャー内の UI 処理を提供するクラゕントのコンポーネント、および実際

の管理を行うための機能を実装したサーバー側のコンポーネントです。サーバー側のサービスはロー

カルで管理している際には IIS マネージャー内に読み込まれますが、リモート管理の場合には Web 

管理サービス内に呼び込まれる仕組みになっています。後者では IIS マネージャーは必要なサーバー

（Web 管理サービス）とクラゕント間の通信を引き受けて処理します。 

システム構成スキーマの拡張 

システム構成スキーマを拡張することで実装しようとしているゕプリケーションが便利になる可能

性があります。ゕプリケーションの仮想デゖレクトリへの展開を自動化しやすくなるメリットが考え

られます。あるいはゕプリケーション内の権限を IIS のシステム構成およびサトや Web ゕプリケ

ーションと紐づけてゕクセス権限を管理するような統合シナリオも考えられます。 

ス キ ー マ の 拡 張 は 実 際 に は  簡 易 な 書 式 の  xml 形 式 フ ゔ  ル

を %SystemRoot%\system32\inetsrv\config\schema デゖレクトリに置くところからスタート

します。IIS_schema.xml フゔルは IIS をンストールすると既に配置されており、ご自身のス

キーマを組み立てる参考になります。CUSTOM_schema.xml のような任意のフゔル名で新規作成

し 、 applicationHost.config 内 で セ ク シ ョ ン 定 義 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 こ れ も 

applicationHost.config フゔルに一行追加するだけです。 

システム構成スキーマの拡張に関する詳細な情報は、下記の情報を参照ください。 

 

構成の拡張 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff453978.aspx  

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff453978.aspx
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Windows のレベルで考えられる点 

ここまでは IIS に直接関係するポントを書きましたが、この項では Windows OS のレベルで気

にしておくといいポントを取り上げます。まずは以降の話がわかるようにコラムから入ります。 

 

コラム：サーバーOS とクライアント OS の機能の取り扱い 

Windows Server 2003 と Windows XP を比較するとわかりやすいですが、このころから顕著に

サーバー OS とクラゕント OS の違いが少しずつ増えてきました。このため、最新の Windows 

Server 2008 R2 ではクラゕント OS （Windows Vista や Windows 7）と操作方法の違いがと

ころどころにあり、考え方も少し違うところがあります。 

サーバー OS ではフゔル サーバー、Web サーバーなどの役割を担うことが多いです。結果とし

て、Windows Server でも機能やドラバーをンストールする考え方の上位概念として「役割を

ンストールする」という考え方が搭載されています。フゔル サーバーに必要な Aと Bと Cという

機能をンストールすることも引き続きできるのですが、「フゔル サーバーをンストールする」

という指示ができるようになっています。 

通常 Windows で機能やソフトウェゕをンストールしようとするときにはコントロール パネル

から追加と削除するのは有名ですが、その単位はあくまでもクラゕント OS の考え方であって、役

割についての取り扱いは今の Windows Server ではサーバー マネージャーから管理操作を行うこ

とになります。 

もう一つ、Windows にはサービスという考え方があり、管理ツールからサービスのゕコンを使

用して操作したことがある方も多いでしょう。このサービスと役割の関係にふれておくと、役割１に

対してシステム サービスは複数になることがあります。つまり、IIS という Web サーバーを取り上

げると依存サービスも含め、7つのサービスが IIS関連ということになります。 

 

図 13 : サーバー マネージャーで見た Web サーバー関連のシステム サービス 
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さらに補足すると似た言葉で役割サービスというのが登場します。これが少しわかりにくいです。

明らかに役割に関係する機能のことなのですが、コントロール パネルで追加・削除できる Windows 

機能と同じものを指しているケースもあるからです。基本的に役割を構成する個別の機能（＝コント

ロール パネルでも追加・削除可能）を役割サービスと呼ぶと思ってください。 

 

図 14 : サーバー マネージャーで見た Web サーバーの役割サービス 

ここまで登場したもの以外に環境周りで言うと、デバス ドラバーの設定を見るためのデバス 

マネージャーなどもあり、ドラバーの編集・削除が可能です。この他にもネットワークの設定など、

もっといろいろな設定があります。 

総合すると、Windows ってシンプルに見えて裏でやっていることはかなり複雑なことやっている

わけです。 

 

Windows Server 2008 R2 の管理ではいくつかのコマンド ラン ツールが登場しますが、上記

背景に基づき、それぞれ特徴があります。 

Pkgmgr.exe:  

コントロール パネルの粒度の細かい機能単位での環境構成を行う 

パラメーターを渡すことでンストール作業を行え、このコマンドは Windows 7 でも 

Windows Server 2008 R2 でも利用可能です。 

ServerManagerCmd.exe:  

サーバー マネージャーのコマンド版。Windows PowerShell 登場で将来は使われなくなるツール 

Windows PowerShell の Add-WindowsFeature: 

今後はこれが最も使われるといわれています。 

 

ここまでの違いを知っておくとほかのガドランなども読み進めやすくなるでしょう。 
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不必要なサービスとプロセスの無効化 

Windows Server 2008/R2 において不要な役割、役割サービス、機能がンストールされていない

ことを確認しましょう。不要なサービスの例としては、以下のようなものです。結構当たり前と思っ

ている方が多いものもありますが、実際の環境では動作しているケースが結構あります。 

 

 システム サービス（管理ツール – サービス） 

 Microsoft Find Fast などのンデックス サービス 

 不必要なメール関連サービス 

 デバス関連（デバス マネージャー） 

 3次元の描画を行うようなスクリーン セーバー（CPUのリソースを消費） 

 不必要なマウスや赤外線などのハードウェゕ ドラバー 

 ネットワーク関連（ネットワークと共有センター） 

 使用しないネットワーク プロトコル 

 ゕプリケーション（ゕプリケーションの追加と削除） 

 使用されていないゕンチ ウゖルス のスキャナー 

 

GUI ツールによる設定・確認方法 

それでは Windows のシステム サービスを無効にする例を説明します。 

1. [スタート] メニューから [コントロール パネル] を開きます。 

2. [管理ツール] をクリックし、[サービス] を実行します。 

3. 無効にしたいサービスまでスクロールし、クリックして選択します。 

4. 右クリックし、[プロパテゖ] を開きます。 

5. スタートゕップの種類の項目で「無効」を選択します。 

6. [サービス] を閉じます。 

 

メモ：サービスを停止・無効にする際に Web サーバーが正しく動作していることを確認しましょ

う。また、依存関係にある別のサービスにも影響があるので注意しましょう。[プロパテゖ] を開いた

際に「依存関係」のタブがあるのでそこをチェックしましょう。 

 

以前のバージョンの Windows ではサーバーの役割を追加あるいは削除する際に依存関係をチェ

ックする機構はそれほど発達していませんでした。Windows Server 2008 以降ではこの点が強化さ

れ、サーバーの構成は XML 形式でメモリー内管理されており、サーバー マネージャーもこの情報を
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用いて動作するようになっています。このような構造で動作するようになったことからサーバーの役

割や機能の自動ンストール・ゕンンストールを行うこともコマンドやスクリプトで非常に簡単に

できるようになっています。 

Windows Server 2008 R2 SP1 が登場している現在では最もおすすめの方法は Windows 

PowerShell の ServerManager コマンドレットに含まれるコマンドを使用することです。 

IIS7 の全標準機能を搭載した状態でンストールするには下記のコマンドを Windows 

PowerShell Modules を起動した状態で実行します。 

PS >Add-WindowsFeature Web-Server –I 

 ※-I = IncludeAllSubFeature 

現在ンストールされている役割や機能の一覧を把握したい場合には下記を実行します。 

PS >Get-WindowsFeature 

 

Windows PowerShell による OS やほかの役割も含めての一般的な管理手法についての情報は下

記をご覧いただくと豊富に情報があります。 

 

Windows PowerShell でのスクリプティング 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/scriptcenter/powershell.aspx 

 

最後に 

PHP on Windows ガドラン（ドラフト版）を最後までお読みいただきましてありがとうござ

います。基本的にこのガドは「ンターネット Web サーバー構築ガドラン」と対になるもの

なので、 IIS のより詳細な話を読みたい方はそちらもぜひご覧ください。 

Windows で PHP を利用する際の情報が少ないというご要望にお応えする形でこのガドラン

は執筆して参りましたが、無論 足りない情報がまだまだあると認識しております。今後も皆様のご希

望に沿えるような様々な活動、執筆をしていきますのでご要望は積極的にお寄せいただきますよう、

この場をお借りしてお願い申し上げます。 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/scriptcenter/powershell.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis/ff625168


 

 

リンク集 

 

TechNet オンラン 

TechNet オンランはマクロソフト製品のンフラ系の技術情報を掲載しているサトです。IIS の

情報はまずは Windows Server の下に存在し、いくつかの記事を下記にリンクします。 

 

TechNet IIS TechCenter ～ 日本語の IIS 関連技術ポータル ～ 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/iis 

IIS のパフォーマンスを最適化する (IIS 7) 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc770381(WS.10).aspx 

IIS 7.0 のパフォーマンス向上機能トップ 10 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/magazine/2008.09.iis.aspx 

ログの記録を有効または無効にする (IIS 7) 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc754631(WS.10).aspx 

IIS 7 で HTTP 圧縮を構成する 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc771003(WS.10).aspx 

フォーム認証を有効にする (IIS 7) 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc771077(WS.10).aspx 

 

MSDN オンラン 

MSDN オンランはマクロソフト製品の開発者向け技術情報を掲載しているサトです。 

エンドツーエンドの拡張性を持つ Web サーバー ソリューションを構築する 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/magazine/cc164241.aspx 

 

Windows Server Performance Team Blog 

Windows Server の開発チームの中でも特にパフォーマンスを専門としている部隊のブログです。 

Tuning Windows Server 2008 for PHP（英語） 

http://blogs.technet.com/b/winserverperformance/archive/2008/07/25/tuning-windows-server-2008-for-php.aspx 

 

http://technet.microsoft.com/
http://technet.microsoft.com/
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc770381(WS.10).aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/magazine/2008.09.iis.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc754631(WS.10).aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc771003(WS.10).aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc771077(WS.10).aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/magazine/cc164241.aspx
http://blogs.technet.com/b/winserverperformance/archive/2008/07/25/tuning-windows-server-2008-for-php.aspx
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ServerSide 

Mike Volodarsky は IIS7.0 開発時の開発チーム主要メンバーでした。現在 Microsoft MVP です。 

スライド ショー（英語） 

http://mvolo.com/photos/serverside/slideshowpro.aspx 

 

ScottGu’s Blog 

Web に関係する開発ツール製品の開発チームを担当する副社長、スコット ガスリーのブログです。 

IIS 7.0 Bit Rate Throttling Module Released（英語） 

http://weblogs.asp.net/scottgu/archive/2008/03/18/iis-7-0-bit-rate-throttling-module-released.aspx 

※この記事そのもののの翻訳はないのですが、Scott のブログを翻訳しているサトがあり、下記です。 

http://www.atmarkit.co.jp/fdotnet/scottgublog/index/index.html 

 

IIS.NET および 翻訳版（TechNet） 

IIS.NET は IIS 開発チームが中心となって構築したコミュニテゖ サトです。IIS 開発チームも多く情報発信を

しています。しかし、英語なので特に learn.iis.net 配下の記事に関しては TechNet 日本語サトにて翻訳記事

を配置していますので、ここでは翻訳記事の方をご案内します。 

Bit Rate Throttling is now released（英語） 

http://blogs.iis.net/vsood/archive/2008/03/15/bit-rate-throttling-is-now-released.aspx 

IIS マネージャーで IIS 7 用のモジュール プロパティを拡張する方法 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff453977.aspx 

IIS 7 統合パイプラインの利点の活用方法 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff454025.aspx 

要求フィルターの使用方法 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd939071.aspx 

Apache mod_rewrite ルールのインポート 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd939075.aspx 

.htaccess ファイルを web.config に変換する際の注意事項 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd647603.aspx 

 

  

http://mvolo.com/photos/serverside/slideshowpro.aspx
http://weblogs.asp.net/scottgu/archive/2008/03/18/iis-7-0-bit-rate-throttling-module-released.aspx
http://blogs.iis.net/vsood/archive/2008/03/15/bit-rate-throttling-is-now-released.aspx
http://blogs.iis.net/vsood/archive/2008/03/15/bit-rate-throttling-is-now-released.aspx
http://blogs.iis.net/vsood/archive/2008/03/15/bit-rate-throttling-is-now-released.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff453977.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ff454025.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd939071.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd647603.aspx
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Web技術系のエバンジェリスト ブログ 

日本マクロソフト株式会社のエバンジェリストで Web 技術に関するテクノロジーのブログを書いているもの

で、PHP のタグのあるものはタグの参照先になっています。 

Hiroshi Okunushi's Blog ☆ミ｜ IIS PHP etc. （執筆者） 

http://blogs.technet.com/b/hirookun/archive/tags/php/ 

monoe's blog （執筆者） 

http://blogs.msdn.com/b/osamum/archive/tags/php/ 

WebPI の歩き方 by 武田正樹 

http://blogs.msdn.com/b/web_/archive/tags/php/ 

Days with Microsoft Web Platform 

http://blogs.msdn.com/b/tashinmu/ 

THE TRUTH IS OUT THERE 

http://blogs.msdn.com/b/chack/ 

 

その他のサト 

Microsoft.com 系のほかの関連サトです。ご参考まで。 

Microsoft /web サイト – 世界共通の Web 技術ポータル 

http://www.microsoft.com/web/ 

Microsoft Japan /web サイト - 斬新なデザインがウリ！ 

http://www.microsoft.com/japan/web/ 

WebMatrix のサイト 

http://www.microsoft.com/japan/web/webmatrix 
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